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際は、その都度お知らせをいたします。 
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今年度から県立高校は新しい制度で学力検査が実施されました。昨年度まで行われていた「推

薦選抜・特色選抜・文化スポーツ推薦選抜」が「学校独自型選抜」に一本化され、２月初旬に実施

されていたものを「一般学力検査」と同じ時期に行うようになりました。また、推薦選抜の生徒全

員が５教科のテストを受ける形に変更されました。Webでの出願システムも導入され、各自が出

願手続きを行うようになっています。その新制度の中で２月２５日（水）、２６日（木）の両日に

「１次募集選抜」が終了しました。 

大きな入試制度の変更で、中学校も生徒・保護者も戸惑いはあったものの無事に試験を終えることができ、ホッとしていま

す。３年生の皆さんも緊張の中、ここまでよく頑張ってきました。今度は３月４日（水）に挙行される「第７９回卒業証書授

与式」に向けて「有終の美」を飾れるように頑張りましょう。 

合格発表は３月９日（月）ですが、そこからの生活もとても大切です。これまでお世話になった方々への感謝を忘れず、最

後まで東中生としての自覚をもち、責任ある行動をとってほしい。また、４月から始まる新しい生活のために学び続けてほ

しいと思います。高校入学までの約１か月間は、その準備期間であることを忘れないでほしいのです。新生活のスタートが

スムーズに始められるように、しっかりと準備をして有意義な時間を過ごしてください。１，２年生の皆さんも進級をして、

新たな学校生活が始まります。その準備もしっかりとしていきま 

しょう！
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県立高校新制度での入試実施！～これからの生活を大切に！～ 
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行事予定 
 令和７年度 学校評価のまとめ 

次ページに「令和７年度学校評価」のまとめを掲載しまし

た。保護者の皆様、学校運営協議会委員の皆様には学校評価に

ご協力いただき、ありがとうございました。 

学校ではこの結果をもとに「学校改善委員会」を開き、多方

面から協議・検討を行いました。評価の結果を真摯に受け止

め、その内容を次年度の学校経営に反映させていきたいと思

います。 

今回の結果から分かることとして以下のことが挙げられま

す。 

(１)「家庭学習の定着」について 

・生徒、保護者ともに肯定率は60％程度、双方ともに家庭 

での学習は身についていない自覚があることがわかる。

教職員については、肯定率 4.8％と課題意識がかなり強

く、家庭学習の定着は本校について重要な課題である。 

(２)「学校や社会の決まり・マナーを守る」について 

・生徒と教師は肯定的な回答に比べると、保護者はやや低 

い。保護者の学校や生徒がどう見えているかがわかり、生 

徒への指導してほしいという思いもがうかがえる。 

(３)「教育活動で生徒の夢を育む指導」について 

 ・生徒の肯定率が62.8％と低く、授業やその他の活動を通 

  して、生徒の将来につながる学習や体験を研究していく 

必要がある。 

(４)「授業のわかりやすさ」について 

 ・生徒の肯定率より、保護者が低い。保護者から見ての、 

  子どもの理解度は低いと感じているとわかる。さらに基 

礎基本の定着と、わかる授業の推進をしていく。 
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健
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を
送
る
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1
1
学
校
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育
活
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ホ
ー
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適
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伝
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は
質
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し

1
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家
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生
徒
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、
思
い
や
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を
も
っ
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友
達
に
接
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協
力
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、
楽
し
い
学
校
生

活
を
送
っ
て
い
る
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6
学
校
は
、
「
い
じ
め
問
題
」
や
「
ト
ラ
ブ
ル
」
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ど
に
親
身
に
な
っ
て
解
決

し
よ
う
と
し
て
い
る
。

7
学
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は
、
保
護
者
や
地
域
か
ら
の
問
い
合
わ
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や
相
談
に
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実
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対
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い
る
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4
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は
、
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校
や
社
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決
ま
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マ
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努
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い
る
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(
生
徒
は
学
校
や
社
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決
ま
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5
学
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、
思
い
や
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る
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思
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て
生
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す
る
)

2
学
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分
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。
(
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習
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容
が
だ
い
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か
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3
生
徒
は
、
家
庭
学
習
の
習
慣
が
身
に
つ
い
て
い
る
。

1
学
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は
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目
指
す
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ど
も
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姿
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校
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方
針
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つ
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て
、
そ
の
推
進
に
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め
て
い
る
。
(
生
徒
は
学
校
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
意
識
し
て
い
る
)
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